
健全性監視

構造物の剥離、内部空洞の位置深さ
の検出、欠陥検査の精度向上による
健全性監視の簡素化

 簡便な設定での熱画像の獲得	
　赤外線カメラで得られた構造面表面の温度分布画像（赤外線サーモ
グラフィ）を無限平板モデルに周期的に埋め込み、熱伝導モデルの大
幅な単純化を達成したことで、解析前の設定が容易でかつ安定した逆
解析による画像が得られます。

 画像の鮮明度向上	
　新しく開発した高速逆解析画像処理法により、従来画像と比べて鮮
明な画像と剥離や空洞部の形状とその存在位置と深さを示す 3D 形状
の再構成画像が得られます。

 現状技術	
　赤外線カメラによる熱画像（赤外線サーモ
グラフィー）は、対象物から出ている赤外線
放射エネルギーを検出して、見かけの温度に
変換した温度分布を画像表示したもので、対
象物から離れたところから非接触で温度測定
ができます。この利点を活かして医療分野以
外に対象物の温度分布を熱伝導理論で解析し
て各種異常を検出することが可能となり、構
造物の非破壊検査法として利用されつつあり
ます。

 技術の特長	
逆解析の導入
　本手法は、撮影した熱画像を無限平板熱伝導モデルの
周期展開で大幅な単純化を図るとともに、2 次元フーリ
エ変換による逆解析を行います。この逆解析で必要とす
る事前知識は、観測視野内の表層部パラメータのみとな
り、従来から使用している順解析に不可欠な種々の事前

事例：モルタル（300× 300 × 60）
　　　欠 陥 部（100× 100）
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知識（構造物の背面形状、熱不可条件、
熱伝達条件の情報）が不要となり、扱
いが簡便となります。

偽像を低減
　画像境界面法線方向に温度勾配があ
る場合、境界付近に現出する偽像を軽
減できます。

非定常熱画像にも対応
　定常熱画像だけでなく、非定常熱画
像にも使用できます。

 応用分野	
　コンクリート構造物の剥離状況や内部クラック状況など欠陥の状況把握精度を向上させ容易に
検出できます。

 特許・参考資料	
　「熱画像の逆解析によるコンクリート構造物の欠陥検出と深さ推定」　増田新、その他。
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　機械力学分野のうち主に機械振動学に関する教育研究
を行っています。機械振動学とは、機械・構造物に動的
な力が作用した場合に、それらがどのように挙動するの
かを研究する分野です。例えば、一般的な機械、車、液
体タンク、化学プラントの機器・配管系の振動問題を解
析し、その防振対策や制振技術を開発することです。

①構造物のヘルスモニタリングシステム
②構造物のアクティブコントロール
③自転車の新しいサスペンション技術の開発
④音場のパッシブコントロール
⑤信号のウェーブレット解析
⑥ジャークセンサーによる杭の損傷検出等の研究を行っ
ています
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